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1町の動き 1(8月1日現在)

・人口 10.718人(士O人)

-男子

・女子

-世帯数
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5，073人(+3人)

5，645人(-3人)

3，509戸(-2戸)

( )内前月比
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戦
後
五
十
年
の
節
目
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
戦
争
当
時
の
写
真
や
資

料
を
集
め
、

「戦
争
に
関
す
る
資
料
展
」
を
九
月
十
五
日
を
中
心
に
五
日
間
、

中
央
公
民
館
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

現
在
、
そ
の
資
料
展
に
展
示
す
る
資
料
(
写
真
、
品
物
な
ど
)
の
提
供
を
広
く

募
っ
て
い
ま
す
。
ご
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
局
(
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
内
宮
⑧
六
六
六

O
有
線
五
六

O
O
)
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
、
改
め
て
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

¥戦没者の村葬
(J 11上小学校校庭にて)

唱血

¥国防婦人会の防火訓練
(川上小学校校庭にて)
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¥
一
片
の
布
に
干
人
の
女
が
赤
糸
で
一
針
ず
つ
/

千
人
針
一
縫
っ
て
千
個
の
縫
玉
を
作
り
、
出
征
将
兵
の
一

/
武
運
長
久
・
安
泰
を
祈
願
し
て
贈
っ
た
も
の
。
¥

¥圭刃霊峰iHi + 

(各TJ7Zられた認識番号を彫りつけ¥ ¥軍靴
た金属票。戦死者の身元確認に役立てる。)軍人用のくつ)

l番外編l
「川内町に残る戦争の遺物」

E之上の山には、戦争当時、航空燃料備

蓄のために掘られたという坑道が3カ所あ

現在、入口には、ごみが、山積し、中をう

かがい知ることはできません。

ります。
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参
議
院

ム警
乎員
開通
ëë~曽

種選
守挙

第
十
七
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
去
る
七
月

二
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
投
票
率
は
、
前
回
の
参
議
院
選
挙
の
五

六
・
三
二
%
を
下
回
る
五
三
・

O
七
%
と
な
り
、
昭

和
五
+
八
年
六
月
に
比
例
代
表
制
が
導
入
さ
れ
て

以
来
、
最
も
低
い
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

川
内
町
に
お
け
る
投
票
率
と
開
票
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

F 

(選挙区)

t受 刀E五て 所
有権者数 投票者数 投票率

(人) (人) (%) 

第一 中央公民館 3，693 1，901 51.48 

第二 川上小学校 2， 960 1， 579 53.34 

弟 二 奥松瀬川公民館 216 135 62.50 

第四 河之内公民館 672 345 51.34 

第五 井内公民館 360 231 64.17 

第六 土谷公民館 166 94 56.63 

第七 滑川改善センター 160 81 50.63 

l口x 言十 8，227 4，366 53.07 

投票区別投票者調べ選挙区候補者別得票数

中

4，203票

163票

(届出順)

1，161票

2，642票

400票

4，366票

有効投票

無効投票

良

投票総数

おさむ

塩崎やすひさ

悦

田

)11 

池

比例代表選出議員選挙政党等別得票数(届出順)

平和 市民 22 平成維新の会 36 雑 民 ρyuι ， 9 

スポーツ平和党 55 第 二 院クラフ 94 H本世直し党 3 

憲法みどり農の連帯 6 新 進 党 1， 181 「開星論」のUFO党 5 

青年 自 由 ー』三』ι'ー 16 
全日本ドライパーズ

16 事文 予寄 AYU己. 10 
ク フ ブ‘

みどりといのちの
27 新 自 自 党 24 日 本福祉党 37 

市民・農民連合

さわやか新党 29 日 本共産 党 270 
投票総数 4，365 

国 民 .5t， ι. 14 世 界浄霊会 。
有効投票 4，099 

新党さきがけ 65 日 本社会党 549 

向 由 民主党 1，625 新しい時代をつくる党 6 
無効投票 266 
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川
上
小
学
校
北
校
舎

大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約

平
成
七
年
度
の
七
月
臨
時
町
議

会
が
、
去
る
七
月
二
十
五
日
聞
か

れ
、
次
の
議
案
一
件
が
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

O 
い造川
て工上
事小
請学
負校
契北
約校
の舎
締大
結規
lこ模
つ改

(
内
容
)

契
約
金
額

九
千
三
百
万
九
千
円

事
業
量
北
校
舎
大
規
模
改
造
工
事

一
式

延
べ
面
積

九

O
八
・
六
二
平
方
メ
ー
ト
ル

工

期平
成
七
年
七
月
二
十
七
日
か
ら

平
成
七
年
十

一
月
十
日
ま
で

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

松
山
市
福
音
寺
町
二
三
九
番
地

株
式
会
社
岡
崎
工
務
屈

川内町社会福祉

協議会は、

• 

ご存じですか
社会福祉協議会は、健康センタ-1階

(下の平面図参照)にあります。

お気軽にお立寄りください。

入口

玄
関

• 
4 

運動指導室健康センタ一
事務室

間
ホーム
ヘルパー
控室

国
土
調
査
課

-5ー←

休憩室

色|玄関

集団検診

控室



nメラレポート

‘公民館拶バレーボール大会

7月16日、公民館交流バレーボール大会が川内勤労者

体育センター(一部)、川上小学校体育館(二部)で開催さ

れました。

と対抗とからと交流ミへと変わったバレーボール大会(二

部はポールも柔らかいボールに変わった)では、体育館

に大きな歓声が上カずっていました。

試合結果は、以下のとおりです。

(一部)

0男子

優勝南方東部公民館

準優勝町西部公民館

o女子
優勝南方西部公民館

準優勝南方東部公民館

川内インターで交通茶屋砂

夏の交通安全運動の初日の 7月17日、 I11内インター

に交通茶屋カf設けられました。

交通茶屋では、道路公団関係者、警察官、川内町職

員、交通安全指導員さんなど関係者がインタ一料金所

付近で道ゆくドライパーに対し、パンフレッ卜等を手

渡し、交通安全を呼びかけました。

(二部)

O男子

優勝則之内東部公民館

準優勝南方西部公民館

0女子

優勝北方東部公民館

準優勝河之内公民館

‘川内交番連絡協議会

7月19日、役場において、 I11内交番連絡協

議会が開催されました。

協議会では、松山東警察署より管内の事件、

事故等の現状説明カf行われたのち、出席者か

らの積極的な質疑や、要望、意見交換が行わ

れました。
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川内保育園七夕まつり砂

7月22日、保育園の七夕まつりが、開催されました。

あいにくの雨で運動場の状態はよくありませんで

したが¥七夕まつりが.スター卜するころには、雨も

あがり、この日を楽しみにしていた子どもたちの

喜々とした顔が見られました。

夜直のあと、遊戯室でブラックライトによる人形

劇、子ども太鼓があり、しめくくりは、花火をして

楽しみました。

nメラレポート ーー・・・

?‘わんぱく教室

心とからだ
いきいき教室砂

最近、子どもの糖尿病などいわゆる

小児成人病が問題になっていますが¥

健康診断の結果、その傾向が見られる

子どもを対象として、小児成人病を予

防するための「心とからだいきいき教

室」が開催されました。

7月30日から 3日問、バランスのと

れた食事、アスレチック、水泳などの

カリキュラムをこなし、ライフスタイ

ルの改善について学びました。

7-

7月22日、わんぱく教室で表川の生物

観察をしました。

中央公民館の学級であるわんぱく教室

で河川の生きものを観察しようと教室生

約30名カず表川に入り、白石成行教諭(湯築

小学校)の指導のもと、川に生きる生物

を調べました。

' 司，

A ， 

a 
d 

• 

• 
-・



スポーツ少年団
木次町交流砂

7月29日、 JII内町のスポーツ少年団

50名が木次町を訪れ、木次町のスポーツ

少年団と交流しました。

歓迎式では、木次町のスポーツ少年団に

t よる温泉子供神楽の「八頭」の熱演もあり、

、，

楽しく、感動的な歓迎セレモニーでした。

翌30日は、 JR木次線の列車に乗り、

奥出雲おろちループなどを見学し、たく

さんの友だちと思い出をつくりました。

渡部真一郎君

町長を表敬訪問砂

8月3日、夏の高校野球愛媛大

会で優勝した松山商業野球部の

渡部真一郎君(川内中出身)が甲子

園ヘ出発前に、森町長を表敬訪問

し、町長から激励を受けました。

ア1メラレポート

4川内中学生

木次町交流

8月1日より、川内中学生が木次町を

訪れ、木次中学生と交流を深めました。

グランドゴルフやイ建康の森でのバーベ

キュー、木次中を訪れ、校内での話し合

いや、部活動の見学を行い、その後、両校

で島根ワイナリーや出雲大社、出雲ドー

ム等を見学し、多くの思い出づくりが‘で

きました。
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⑨郵便局スター卜砂

。8月7日、新しくなった郵便局

が業務を開始しました。

新しい郵便局は、駐車場も広く、

中の待合口ビーも広々として便利

です。

また、中には、コミュニティー

ルームや、ロビー展のできるスペー

スもあり、地域に密着した郵便局

になっています。

優勝軟式06チーム

9一

、

nメラレポート

4第39回愛媛夏季大学
8月6目、イーデス・ハンソンさんをお迎えし

て中央公民館で夏季大学が開催されました。

「人権って、いったい何なんだ」と題しての講演

は、大阪弁でユーモアたっぷりに話され、かたく

なりがちな話を楽しく聴くことができました。

講演後は、恒例のサイン色紙のプレゼントが、行

われ、抽選で10名の方ヘプレゼン卜されました。

. 

4第18回軟式野球大会
あいにくの雨で、日程が15・16日に順

延された通称“盆野球"は、 12チームが参

加し、熱戦がくりひろげ、られました。

決勝戦は、緊迫した試合で、手に汗に

ぎる好ゲームでした。

試合結果は、以下のとおりです。

優勝軟式 oB 
準優勝 KANSAI 

.. 

a‘ 



みんなの広場 一一一一一

わが家G愛ド/乙
満 1)墳を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集しま

す。コメントには名前、住所、生年月日、両親の名前、 赤ち

ゃんを紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役

場総務課広報係まてれ送ってください。

4 

(茶堂)(徳吉)(下仲屋)

議危ちゃん中川
( 8月12日生)

父 -忠則母 -弘子

大野
( 8月23日生)
父 ・誠司母・元子

墓組くん曽我部舞優ちゃん

( 8月2日生)
父 -茂母 -陽子

やんちゃ娘の綾乃ちゃん。い

たずらもお風巴も大好きだよ。

『食欲、笑顔、好奇IL;¥いっぱい

の男の子』どのような道をど

のように歩くとも自分の光い

っぱいに生きればいいよ。

我家のかわいいお姫様です。

舞優ちゃん、お兄ちゃんと仲

良くね。
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朝
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や
旅
の
三
日
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史
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七
月
例
会
鯛
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〈
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じ
ゃ
ん
け
ん
の
三
回
勝
負
か
ぶ
と

虫

宇

和

川

悠

起

梅
雨
明
け
る
稜
線
に
雲
湧
き
上
り

佐

伯

芳

女

青
芝
や
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
は
ず

む

声

花

山

加

寿

香
水
を
首
に
一
滴
出
勤
す
渡
部
て
る
み

爽
や
か
に
薄
暮
の
堤
ゆ
け
る
ひ
と

池
川

鍋
谷

:.' 
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お
ま
つ
り

問問

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
あ
っ
て
、
ス

タ
ー
ト
直
後
は
、
客
席
も
ま
ば
ら

で
し
た
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
ボ
ル

テ
ー
ジ
が
上
が
る
に
つ
れ
、
客
席

も
人
で
埋
ま
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
c

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
は
、
ビ
ー

ル
、
ジ
ュ
ー
ス
、
焼
そ
ば
な
ど
の

屋
台
も
あ
り
、
縁
日
気
分
で
コ
ン

サ
ー
ト
が
楽
し
め
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
出
演
者
や
ス
タ
y

フ
の
が
ん
ば
り
で
、
塩
ケ
森
が
燃

え
た

一
日
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
夏
ら
し
い
野
外
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
こ
れ
か
ら
も
恒
例
で
続
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
(
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
)

" 

川

柳

も .. 

"つ
く

吟

社

j
七
月
例
会
喜
撰
亭
選
j

日
の
丸
を
振
っ
て
勝
利
の
ゴ
ル

イ

ン

渡

部

佐

久

良

生
憎
の
残
業
今
日
は
ボ
ー
ナ
ス
日

田

島

夢

現

前
向
き
に
力
二
も
た
ま
に
は
歩
き

た

い

都

築

登

貴

子

勝
負
け
に
縁
な
い
暮
し
楽
隠
居

篠
森
美
登
里

生
憎
は
ほ
ん
に
都
合
の
よ
い
言
葉

田

中

若

峯

前
向
き
に
語
る
男
の
背
が
広
い

山

本

紫

芳

白
球
が
ス
タ
ン
ド
割
っ
て
〉
サ
イ

ン

近

藤

十

歩

生
憎
の
雨
も
縁
起
の
お
嫁
入
り

高

岡

紫

温

勝
名
乗
り
笑
顔
が
戻
る
支
度
部
屋

佐
々
木
胡
舟

ハ
ブ
も
ら
う
生
憎
今
日
は
自
再
つ

ま

り

平

岡

深

舟

勝
利
者
は
運
も
味
方
に
し
て
笑
い

山
本
ひ
ろ
志

八
月
六
日
の
日
曜
日
、
塩
ケ
森

の
項
に
約
三

O
O名
の
聴
衆
を
集

め
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
の
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ク
に
続
く
塩
ケ
森
コ
ン
サ
ー
ト

第
二
弾
の
今
年
は
、
あ
ら
ゆ
る
ジ

ャ
ン
ル
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
が

一
堂
に
ム
五
し
て

の
H

む
ま
つ
り

ラ
イ
ブ
H

で
す
。

ロ
ッ
ク
あ
り
、

ニュ

i
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
あ
り
、

フ
ォ
ー
ク
あ
り
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

ナ
ン
バ
ー
あ
り
、

ジ
ャ
ズ
あ
り
と

ま
さ
に

H
h
u

ま

つ
り
u

で
し
た
。

当
日
は
、
真

夏
の
日
射
し
が

痛
い
午
後
三
時

前
向
き
に
生
き
れ
ば
強
い
風
当
り

高
瀬
喜
撰
亭

いど 題室分九 九

E 下も φ童Jy[}①う干 中央公出午旦白 血4月為~ I 
i ② 量後 苓
掴扇警高言
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健
康
法健
康
食

「
あ
ら
っ
、
夏
や
せ
で
す
か
。
」

「
い
え
い
え
、
歩
い
て
い
る
の
よ
。

体
の
調
子
も
い
い
よ
う
で
す
。
」

七
月
の
常
会
の
晩
、
ふ
と
聞
こ
え

て
き
た
会
話
で
す
。

車
社
会
と
な
り
、
足
腰
が
随
分

弱
く
な
っ
て
い
る
今
、
歩
く
事
は

何
よ
り
の
健
康
法
で
す
。

「
ど
の
く
ら
い
歩
か
れ
ま
す
か
。
」

「
午
後
八
時
か
ら
一
時
間
く
ら
い
。

友
達
数
人
で
楽
し
く
ね
。
」

と
、
ま
た
ま
た
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
先
日
、
盆
踊
り
の

練
習
の
時
、
足
の
裏
が
痛
く
て
困

っ
た
つ
け
。
自
信
が
あ
っ
た
は
ず

な
の
に
;
。
私
の
足
も
弱
く
な
っ

た
も
の
だ
と
、
気
に
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
し
た
。

世
界
、
一
の
長
寿
国
と
言
わ
れ
て

い
る
日
本
で
す
。
元
気
で
長
生
き

一
し
た
い
の
は
、
だ
れ
も
の
願
望
。

人
生
の
最
後
ま
で
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

花
を
育
て
た
り
、
空
缶
拾
い
や
美

化
清
掃
を
し
た
り
し
て
い
た
い
も

の
で
す
。

家
ヘ
帰
る
と
直
ぐ
、
運
動
靴
に

履
き
詳
え
、
懐
中
電
灯
を
子
に
外

へ
出
ま
し
た
。

軽
く
手
を
振
っ
て
、
歩
巾
を
大

き
く
て
二
、
一
、
二
と
歩
い
て

い
く
と
心
地
よ
い
汗
が
流
れ
ま
す
。

夏
の
夜
の
カ
ラ
ッ
と
し
た
風
が
、

そ
の
汗
を
く
す
ぐ
っ
て
く
れ
ま
す
。

い
い
な
、
い
い
な
と
ハ
ミ
ン
グ
が

口
か
ら
こ
ぼ
れ
ま
す
。

、、

、、、

" 

お
二
人
で
連
れ
立
っ
て
歩
い
て

い
る
方
に
出
会
い
ま
し
た
。
夜
光

タ
ス
キ
を
掛
け
た
数
人
の

一
行
に

も
出
会
い
ま
し
た
。

「
今
晩
は
。
」
「
今
晩
は
。
」

と
声
が
は
ず
み
ま
す
。

. 
' 

「
た
だ
今
o
」

と
時
計
を
見
る
と
、
四
十
分
間
歩

い
て
い
ま
し
た
。
疲
れ
は
な
く
、

体
が
軽
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ル
ン

ル
ン
気
分
で
し
た
。

早
朝
に
も
、
昼
間
に
も
歩
い
て

お
ら
れ
る
方
を
度
々
見
か
け
ま
す
。

自
分
の
生
活
や
体
に
合
わ
せ
た
健

康
法
を
、
皆
さ
ん
実
行
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
、
婦

人
会
が
目
の
色
を
変
え
て
取
り
組

ん
で
い
る

E
M
ボ
カ
シ
の
事
で
す
。

は
じ
め
は
、
生
ゴ
ミ
の
減
量
化
を

ね
ら
い
ま
し
た
。
生
ゴ
ミ
も
資
源
。

焼
い
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な

い
、
土
に
還
そ
う
:
・と
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
ボ
カ
シ
堆
肥
で
野
菜
が

よ
く
育
つ
の
で
す
。
そ
の
上
、
味

も
上
々
、
甘
味
も
あ
り
ま
す
。
七

月
よ
り
、

E
M
5
号
と
い
う
虫
予

防
、
病
気
予
防
の
液
も
作
り
農
薬

排
除
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
土
と
、
こ
の
予
防
液
で
健

康
野
菜
を
川
内
に
広
げ
た
い
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
内
町
の
特
産
で
あ
る
栄
養
価

の
高
い
ケ

l
ル
を
、
ど
の
家
に
も

一
、
二
本
育
て
、
健
康
食
に
し
て

み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ぉ

す
す
め
し
ま
す
。

ケ
l
ル
は
、
そ
の
ま
ま
で
も
料

理
出
来
ま
す
が
、
き
、
さ
ん
で
日
光

で
干
し
、
容
器
で
保
存
す
る
事
も

可
能
で
す
。
お
茶
に
使
っ
て
も
い

い
し
、
ミ
キ
サ
ー
で
粉
末
に
す
る

と
、
卵
焼
き
や
、
お
や
つ
、
そ
の

他
の
料
理
に
も
使
え
ま
す
。

ま
た
、
毎
朝
ジ
ュ
ー
ス
に
す
れ

ば
最
高
で
す
。
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の「ぁ

l
、
ま
ず
い
。
も
う

一
杯
。
」

の
青
汁
で
す
。
家
で
作
る
と
な
る

と
、
バ
ナ
ナ
や
り
ん
ご
な
ど
を
入

れ
る
事
が
出
来
ま
す
。
お
い
し
い

栄
養
満
点
の
ジ
ュ
ー
ス
が
出
来
上

が
り
ま
す
。
子
供
さ
ん
も
喜
ん
で

飲
ん
で
く
れ
ま
し
ょ
う
。
今
日
的

課
題
で
あ
る
野
菜
不
足
の
解
消
に

も
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
小
児
成

人
病
や
ア
ト
ピ
ー
に
も
有
効
で
す
。

野
菜
の
摂
取
量
が
十
分
に
な
る

と
、
精
神
面
も
安
定
し
、
よ
い
方

向
に
な
る
と
も
聞
き
ま
す
。

畑
が
な
く
て
も
ケ
|
ル
は
、
ボ

カ
シ
堆
肥
の
鉢
植
え
で
育
て
る
事

が
出
来
ま
す
。
家
族
の
健
康
を
守

り
、
円
満
な
家
庭
を
か
も
し
出
せ

そ
う
で
す
。

健
康
の
町
、
川
内
町
に
住
む
私

達
は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
と
手
を
た

ず
さ
え
て
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
う
。
そ

う
し
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
青

春
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

η〆
臼

司
E
i

桜
学
級
(
料
理
講
習
)

九
月
二
十
一
日
附
午
前
九
時
半

中
央
公
民
館
調
理
室

講
師
伊
賀
ツ
タ
エ
先
生

材
料
代
の

一
部
三
百
円
集
金

桜
学
級
の
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
が
希
望
の
方
は
、
中
央
公
民

館
(
六
六

l
四
七
一
一
こ
ま
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

九
月
ポ
カ
シ
作
り

・
勉
強
会

九
月
二
十
四
日
間
午
後
七
時
半

ナ
イ
ロ
ン
袋
を

一
枚
こ
持
参
下

さ
い
。
ケ
ー
ル
の
作
り
方
や
料
理

法
を
勉
強
し
ま
す
。

尚
、
こ
の
時
、
石
け
ん
と
ボ
カ

シ
を
販
売
し
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会



句が

同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
ーて

町
民
意
識
調
査
よ
り

昨
年
町
民
意
識
調
査
を
、
川
内

町
に
お
け
る
過
去
二
十
年
余
り
の

同
和
問
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
を

振
り
返
り
、
そ
の
成
果
と
残
さ
れ

た
課
題
を
明
確
に
し
、
今
後
の
啓

発
・
実
践
活
動
の
効
果
的
な
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

T
U
土
品

1
v

七~。

長
期
間
に
わ
た
り
集
計

・
考
察

と
慎
重
な
審
議
を
繰
り
返
し
行
い

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
に
こ
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
町
民
の
皆
様
方
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
調
査
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
順
次
今
月
号
か
ら

掲
載
い
た
し
ま
す
。

一
、
調
査
対
象
に
つ
い
て

過
去
二
回
(
昭
五
四
年
、
平
四

年
)
の
調
査
は
、
と
も
に
地
区
別

その
1

懇
談
会
に
出
席
し
た
人
を
対
象
に

実
施
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
特

定
の
人
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
町

民
一
般
の
意
識
と
言
え
る
か
ど
う

か
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
回
は
全
町
民
を
対
象
と
し
ま
し

た。
二
、
抽
出
の
方
法
に
つ
い
て

・
選
挙
人
名
簿
よ
り
無
作
為
に
男

性
四
O
O
名
、
女
性
四
O
O
名
の

計
八
O
O
名
を
抽
出
(
地
域
性
の

考
慮
は
省
く
)

・
無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

.
郵
送
に
よ
る
調
査

三
、
解
答
数

・
男
性
一

一
五
名
・
女
性
一
五
O

名
・
性
別
不
詳
九
六
名

計
三
六
一
名

-
解
答
率
四
五
・

一
%

ア
ン
ケ
ー
ト
の
考
察
に
つ
い
て

問
1
あ
な
た
は
、
同
和
地
区
と
呼

ば
れ
、
そ
こ
に
生
ま
れ
住
む
人

た
ち
が
差
別
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

一ニ
己
歳
=邑
歳
一四
百
歳

一五口
歳

一六
口
歳

一

f

一代

代

一代

一代

一以
上

一
百

上
知
っ
て

い
る
一七
四
一
=
三
ハ四・九
一+
釜
・
七
四
六

白九
一古三九士一ハ)了=ニ

ー
ゆ
れ
知
つ

てて一

Z
-z主主
一一一
八
士
=
声
入

一-一
回
白一

一一一
八
一
=↑

正
知
ら
な
い

一
五
七
一
一
人
一
手
主

一一
一Z
一
三
E
D

一
九白回

結
果
の
考
察

山
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

五
O
歳
以
上
の
年
代
で
「
知
ら

な
い
」
と
い
う
人
が
比
較
的
多

く

一
O
%
を
超
し
て
い
る
。

間
二
O
歳
代
で
「
知
っ
て
い
る
」

「少
し
知
っ
て
い
る
」
と
答
え

た
人
が
多
い
の
は
、
学
校
で
同

和
教
育
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

問
2
あ
な
た
が
、
同
和
地
区
や
同

和
問
題
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て

知
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
で
し
ょ

う
か
。

5 4 3 2 l 
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ろ小
いつ か人
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η なの σ〉 σ〕
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結
果
と
考
察

山
小
・
中
学
校
の
時
期
に
、
ほ
ぽ

七
O
%
の
人
は
同
和
問
題
に
つ

い
て
知
っ
て
い
る
。
特
に
、

二

O
歳
代
で
は
九
七
%
の
人
が
、

こ
の
時
期
に
知
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
一
九
七
五
年
(
昭
和
五
O
ま

ご

ろ
か
ら
学
校
教
育
で
、
積
極
的

に
同
和
教
育
と
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
六
O
歳
以
上
で
も
小
学

校
の
時
期
に
知
っ
た
人
が
多
い
。

戦
前
は
部
落
差
別
が
顕
在
し
て

い
た
た
め
小
学
校
へ
の
入
学
を

機
に
、
家
族
や
近
所
の
人
か
ら

教
え
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

間
三

0
1五
O
歳
代
で
は
、
小
学

校
の
時
期
に
知
っ
た
人
の
割
合

が
比
較
的
少
な
く
、
二

0
1
=一

O
%
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦

後
の
民
主
改
革
で
戦
前
の
よ
う

な
差
別
が
抑
制
さ
れ
た
た
め
、

差
別
事
象
が
表
面
化
し
な
く
な

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

同
学
校
教
育
で
同
和
教
育
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
二
O
歳
代
で

は
九
七
%
の
人
が
、
小
・
中
学

校
の
時
期
に
同
和
問
題
を
知
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
正
規
の
学

校
教
育
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ

な
か
っ
た
、

三
O
歳
以
上
の
年

代
で
も
小

・
中
学
校
の
時
期
に

六

0
1七
O
%
、
高
校
生

・
大

人
の
時
期
に
二

0
1三
O
%
の

割
合
で
知
っ
て
お
り
、
合
計
で

は
九
O
%
以
上
の
人
が
知
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
た
と

え
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と

言
っ

て
教
え
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
知
っ

て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
偏
見
や
誤
解
を
な

く
し
、

正
し
い
理
解
に
よ
っ
て

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
早
い
時
期
に
学
校
で
同
和

教
育
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
い
え
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
問
3
か
ら
は
次

号
へ
掲
載
し
ま
す
。

η
べ
υ



一
せ
ま
-
一

一
吟
到
一

一
献
ひ
一

一国
民
年
金
一

年
金
受
給
権
者
が
死
亡

し
た
と
き
は
速
や
か
に

届
け
出
を

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

受
給
権
者
が
、
死
亡
さ
れ
た
場
合
、

遺
族
の
方
は
「
年
金
受
給
権
死
亡

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。年
金
は
、
死
亡
し
た
月
ま
で
は

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
届
け
出
が
遅

れ
る
と
引
き
続
い
て
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
後
で
遺
族
の
方
か
ら
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
c

ま
た
、
年
金
を
受
け
て
い
た
人

ι 

.
が
生
存
中
に
受
け
ら
れ
る
年
金
を

一
設
け
取
ら
ず
に
死
亡
し
た
と
き
は
、

J
生
計
が
同
じ
で
あ
っ
た
配
偶
者
・

子
・
父
母
な
ど
が
未
受
領
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
「
未
支
給

年
金
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
国
民
年
金
の
受
給
権
者
は
市
町

村
役
場
ヘ

②
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
の

受
給
権
者
は
社
会
保
険
事
務
所
へ

な
お
、
年
金
を
二
つ
以
上
受
け

て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
届
け
出
が
必
要
で
す
。

遺
族
年
金
を
請
求
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
届
け
出
な
ど

に
つ
い
て
は
、
役
場
の
福
祉
課
年

金
係
ま
た
は
、
松
山
東
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

国

保

国
保
で
受
け
ら
れ
な
い

療

‘t 

• 

-
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

①
正
常
な
妊
娠
・
お
産

②
美
容
整
形

③
歯
列
矯
正

④
健
康
診
断

⑤
予
防
注
射

⑥
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
わ

き
が
や
顔
の
し
み

⑦
経
済
上
の
理
由
に
よ
る
妊
娠

中
絶

.
業
務
上
の
け
が
や
事
故

(
労
災
保
険
の
対
象
)

.
そ
の
他

①
け
ん
か
、
酔
っ
ぱ
ら
い
な
ど

が
原
因
の
け
が
や
病
気

②
わ
ざ
と
し
た
行
動
や
犯
罪
を

お
か
し
て
の
け
が
や
病
気

③
医
師
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ

た
と
き

一募

集

可F

公四
開国
講地
座区
受国
講立
生大
募学
集放
送

口
応
募
資
格

性
別
、
年
齢
、
山
一
子
歴
は
聞
い
ま

せ
ん
が
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
し
、
次
の
条
件
を

備
え
た
方

①
講
座
の
テ
キ
ス
ト
を
購
入

②
学
習
指
導
に
出
席

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力

口
定
員
テ
レ
ビ
講
座
、
ラ
ジ
オ
講
座
と

も
に
こ

O
O名

口
受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

及
び
そ
の
送
料
は
、
受
講
生
負

担
)

口
問
い
合
わ
せ
先

申
込
方
法
等
詳
細
は
、
愛
媛
大

学
庶
務
部
庶
務
課
学
事
係
(
干

七
九

O

七
七
松
山
市
道
後
樋

又
一

oー
コ
二
宮
⑪
七

二

一
内
線
一一

一
一
六
)

V
読
書
感
想
文
の

Z
砕

読
書
活
動
推
進
事
業
と
し
て
、

日
頃
読
ん
だ
本
の
中
で
、
特
に
感

銘
を
受
け
た
本
の
感
想
文
を
次
の

と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

口
部
門
及
び
応
募
資
格

O
小
学
校
低
学
年
の
部

O
小
学
校
高
学
年
の
部

O
中
学
校
の
部

(
各
学
校
を
通
じ
て
応
募
)

O

一
般
の
部
町
内
在
住
の

一

凡又
T
J
コに

ム
刷
用
問
阿
仁
工

(
高
校
・
大
学
生
を
含
む
)

口
課
題
図
書

感
想
文
の
対
象
と
な
る
本
の

種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

口
応
募
作
品

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

口
応
募
用
紙
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

以
内
と
し
、
一
行
目
に
「
私

の
感
銘
を
受
け
た
本
」
と
書

き
、
次
の
行
に
書
名
、
著
者

名
、
発
行
所
名
を
童
日く。

な
お
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

職
業
を
必
ず
書
い
て
下
さ
い
。

口
応
募
締
切

平
成
七
年
十
月
五
日
ま
で

川
内
町
中
央
公
民
館
事
務
局

口
発
表
と
表
彰

各
部
門
と
も
入
選
三
点
以

内
、
佳
作
三
点
以
内
と
し
、

広
報
で
発
表
。
入
選
、
佳
作

と
も
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
す
。

← 14 



• 

相

E炎

可F

関高
す齢
る者
12の
時人
間権
電問
話題
キ目に
談

口
相
談
内
容

高
齢
者
の
扶
養
、
介
護
、
独
居
、

社
会
参
加
等
高
齢
者
の
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

口

日

時

9
月
日
日
附

午
前
9
時
か
ら

午
後
9
時
ま
で

口
電
話
番
号
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
)

O
一
二

O
i
O
二
五

五

五

O

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士
、
法

務
局
職
員

v
b
e
持
事
故

口
相
談
日

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
(
午
前
9

時
半
i
ロ
時
、
午
後
l
時

1
4

時

ω八
刀
)

口
相
談
員

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

口
弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時

1
4
時

口
相
談
場
所

松
山
市
花
園
町

一
|
三

日
本
生
命
松
山
市
駅
前
ビ
ル
恒

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

シ
タ

l

(
含
@
五
五

O
O
)

口
電
話
相
談

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。
(
直
通
)
宮
⑥
二
三
三
五

一日
・
週
間
・
月
間
一

障
害
者
雇
用
促
進
月
間

毎
年
9
月
は
、
「
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
」
で
す
。

j
障
害
者
自
立
へ
人
の
和

雇
用
の
輪
j

色ーー

ぞ
Iv 
じ
て?
す
ガ、

V
障
害
者
雇
用
継
続

助
成
金
制
度

企
業
が
、
中
途
障
害
者
の
雇
用

継
続
す
る
た
め
、
作
業
施
設
・
設

備
の
設
置
、
改
善
や
、
必
要
な
職

場
適
応
措
置
を
行
な
う
場
合
、
企

業
に
対
し
て
助
成
金
が
支
給
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
職
業
安
定
所
を
通

じ
て
、
新
た
に
障
害
者
を
一履
い
入

れ
た
場
合
に
も
、
各
種
の
助
成
金

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
、
め

愛
媛
県
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

(
含
⑪
七

一
一一一一

)
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
行
政
書
士
試
験

口
10試
月験
22日
日
(日)

午
後
1
時
か
ら

午
後
4
時
釘
八
万

口
試
験
場
所

松
山
市
文
京
町
4
番
地
2

松
山
大
学

口
願
書
の
提
出
期
間

9
月
1
日
か
ら
9
月
初
日
ま
で

の
執
務
時
間
中

a砂

口
問
い
合
わ
せ
先

受
験
資
格
、
試
験
内
容
、
願
書

の
請
求
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

松
山
地
方
局
総
務
調
整
課
ま
で

(含
@
一

一
一一

)
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
無
保
険
バ
イ
ク
を

な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

9
月
に
「
無
保
険
(
無
共
済
)

バ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク

に
も
自
賠
責
保
険
(
共
済
)
へ
の

加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
も
し
、
契
約
切
れ
に
な

っ
て
い
た
ら
、
い
そ
い
で
契
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

V
引
揚
者
の
皆
様
へ

j
通
黄
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
j

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
方
は
、
次
の
と
こ

ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
税
関
支
署(含
⑪

O
三
O
こ

~ 

お

願

い

柱
な
ど
に
コ
ー
ド
を

固
定
し
て
は
ダ
メ

コ
ー
ド
は
、
容
易
に
曲
げ
ら
れ

る
よ
う
に
、
非
常
に
細
い
銅
線
を

沢
山
よ
り
合
わ
せ
て
あ
り
、
そ
の

う
え
、
絶
縁
被
覆
も
薄
く
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ス
テ
ッ
プ
ル
や
釘

で
柱
や
壁
に
固
定
す
る
と
、
銅
線

が
切
れ
た
り
、
絶
縁
被
覆
が
破
れ

て
漏
電
や
火
災
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
コ

l
ド
配
線
は
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

便
利
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る

配
線
を
、
電
気
工
事
屈
に
依
頼
し

中ま
v
し
ょ
ベ
ノ
。

に日



層面圃.~雪国匝ー

し、手ν手
健康講座

‘ル

b:， 

-講 師十全医療学院附属病院薬剤師

竹内 紳

-日 時 9月19日間

午後 l 時30分~3 時

-場所川内町健康センター

-問い合わせ先 川内町健康センター

ft66-2191 (有)5833

愛媛大学医学部

市民健康講座

『
目
と
皮
膚
の
健
康
』

-日時 9 月 23 日(土)午後 2 時~ 4 時

・場所愛媛大学医学部臨床第一講義室

・講師及び内容

司会 附属病院長 柴田大法

「アトビー性皮膚とかぶれ」皮膚科学教授橋本公二

「目のかわき ドライアイ」眼科学教授 大橋裕一

・受講料無料

・問い合わせ先 愛媛大学医学部総務課庶務係

ft64-5111 

|おしゃべり講座パート3I
内田勝尉と

語ろう

-日時 9月13日(水)

午後7時30分~

・場 所 中央公民館第1会議室

・受講料 無料

・演 題 「ためとも祭りと地域おこし」

・問い合わせ先 川内町教育委員会

合66-4721 (有)5911

p
h
v
 



量買圏・圃閉図E
第26回川内町老人福祉大会

「みんなで支える

長寿のよろこび」

-日時 9月15日(金)

受付午前8時20分~午前9時10分

開会式午前9時10分

.場所

・主催

川内町中央公民館大ホール

川内町

ゆ山工事事務所開設50閤年記念〉

50キロ

ウオーク・ラリー
参加者大募集

圃日 時 10月8日間午前10時番町小学校スタート(悶天順延)

・コ ース

①句会コース(7キロ、定員30名)………………俳句を詠む fひねる f道後石子方面コース

②まちかど探検コース 1 (11キロ、定員40名)・・・カメラでキャッチ〆松山総合公園方面コース

③まちかど探検コース II(10キロ、定員40名)・・・路上おもしろ発掘隊f南環状線方面コース

④自然観察コース(9キロ、定員30名)…………野鳥 ・虫を楽しむ重信川下流方面コース

⑤国道もの知りコース(13キロ、定員50名)・・・・・・新旧国道をクイズで楽しむR56方面コース

・参加資格 どなたでも参加できます。(小学生以下は、保護者同伴)

・参 加費無料

・申込方法 官製ハガキまたはFAXで氏名(小学生以下の方は、保護者氏名も併記)

及び間い 郵便番号 ・自宅住所・生年月日・性別・電話番号 ・希望コース(第1、2希望まで)を
合わせ先

明記の上、干790松山市土居田町797-2建設省松山工事事務所工務第二諜“50キロ

ウオーク・ラリー事務局"までお申し込みくださ L、。

FAX 0899-72-3839 ft0899-72-0034 

・締 切 9月20日01，)必着。(各コースとも先着順になり次第締切)

~ 
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o 0 Q Q す入 力日川
脱 休 継い復。者七入内

宝猪 八 河(斉も茶 の月者町
内之 曽之林院た 異中 異 有
音退 止 我内 之承き帰 動の
田窪 幡 部音只木 会堂 は有動線

満田義 場 次線の放
近高 田 よ宇 よ林 )高 の放 お 送
二藤=木 二井 二り野=り =瀬 と送 愚

四チ九フ 五野 四)登九) 七美 お電如弔
O エ八ミ 五良 九志二敏 二代 り話 6 ~3 
五子 O工二 四剛九子 で加せの

9 月予防接種計画表

予防接種名 三種(ジフテリア・破傷風・百日咳)混合予防接種

接種目時 平成7年9月5日(j() 午後 2 時~3 時

接種場所 健康センター 2階集団検診室

生後12 カ月 ~90 カ 月で 1 期初回を 3 回及び 1 年後の 1 期追加を受けていない者。

立す 象 者 なj昔、百日咳にかかったことのはっきりしている場合は 2種(ジフテリア・破傷

風)混合で実施できますので受付で申し出て下さい。

-当日は、会場で体温を計かります。

注意事項 -予防注射を受けますと 1週間は他の予防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありません。

持 参 口口口 -母子健康手帳、体温計

ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さし迫。

備 考 健康センター 電話66-2191

(有線) 5833 

1 .ちえるごみ
9月ごみ収集計画表清掃センター 電話 66-4989 有線 3130 

収集曜日 収 集 1也 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷・西谷(井内を除く)

~ 土谷 ・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 変更なし
叫守+例---骨骨戸時.--.--ーー ーーーーーーーーーー・_.ーーー一ーー晶・ ーーーーーーーー・ーーーーーーー・・ー一ー-
木 井内

火・金 北方・南方 9月15日(金)を枠晶一‘ーー_..由時坤白神ー骨胆司 ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーー・----.--・・4・・-------ー・ー司.---ーーーー
火 奥松瀬川 9月16日(土)に収集

週 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く) 9月23日(土)を

町筋(天神を除く) 9月22日(金)に収集

2.ちえかじごみ・組大ごみ

収集地域 ガフス ・空ビン重責 空き缶等金物類 事E 大 ーヲ、 みら-

東奇・西奇(井内を除く)
9月11日(月) 9月25日(月) 9月18日(月)

天北方神・鳥の子・横灘団地
-南方・奥松瀬川 9月12日(火) 9月26日(火) 9月19日(火)

前松澱J11 (鳥の子を除く)
9月13日(水) 9月27日(水)

町筋(天神を除く) 9月20日(水)

井内・土奇・滑川 9月14日(木) 9月28日(木)

亡 O ボカシをつかっておいしい野菜づくり O 
。。



健康センターだより9月

‘・

9月献血日程

9月献血なし

「救急医療週間」

9月3日-9日

「毅急の日」

9月9日

胃がん健診 受付午前 7:30-9:00 健康センタ一
子宮・大腸・乳・甲状腺がん健診受付午前 7:30-10・00 健康センター
胃・大腸がん健診 受付午前 7:30-9・00 永野集会所
三種混合予防接種 受付午後 2:00-3:00 健康センター

結果報告会(北方東) 受付午後 1:30-3:00 北方公民館
胃がん健診 受付午前 7:30-9・00 健康センタ一
子宮・大腸・乳・甲状腺がん健診受付午前 7:30-10:00 健康センター

胃がん健診 受付午前 7:30-9:00 健康センタ一
子宮・大腸・乳・甲状腺がん健診受付午前 7:30-10・00 健康センター
結果報告会(北方西) 受付午後 1:30-3:00 北方西公民館
結果報告会(前松瀬川) 受付午後 1:30-3:00 前拙頼川公民館
結果報告会(南方西) 受付午後 1・30-3:00 南方西公民館

結果報告会(南方東) 受付午後 1:30-3:00 南方東公民館
結果報告会(町西) 受付午後 1:30-3:00 健康センター
結果報告会(横灘団地) 受付午後 1・30-3:00 憐難団地公民館
結果報告会(町東) 受付午後 1:30-3:00 健康センター
歯科健診 l 受付午前 9:00-10:30 健康センター
フッ素・サホライド塗布一」 受付午後 1:00-2:30 健康センタ-

22日(金) Iこころの健康相談 午前 9:00-12:00 健康センター
29日(金) I結果報告会(未受診者) 受付午後 1:30-3:00 健康センター
毎週月日種目 i不用犬引取り 午前 8:30-10:00 健康センター

里子犬買い上げ ク 。
健康相談 午前 9:00-12:00 健康センター
母子健康子帳交付 。 ク

機能回復訓練 午後 1:00-3:00 ガリラヤ荘

当番医 ! 
9月3日|中川外科 ・内科 松山市南梅本町 ft76-7811 
10日 1;度部内科 松山市南梅本町 ft75-2232 
15日|友愛内科小児科 松山市水泥田J ft76-6262 

178 1西野内科クリニック 重信町午沸 ft64-2200
23日|藤石病院 重信町志津川 ft64-1234 
24日 i山本内科 川内町北方 ft66-2066 

(問い合わせ先) 健康センタ ft66-2191 有線 5833
救急病院案内 ft64-5632 (テレホンサービス)

1日(金)

5 B (火)

6日(水)
7日(木)

8 R (金)

11日(月)
12日(火)
13日(水)

14日(木)
18日(月)
19日(火)
20日(水)
21日(木)
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4・窓

籍

戸

の

(
七
月
受
付
分

・
敬
称
略
)

大
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

草

1内11 下 上 ?乃円をて 下 中 東 西 {呆 宮 井
住

て7
J 之 中 古 内
ン

~ I?中 砂 堂 沖 田Iキf市 免 東 下 所

キtj度 j度 塩 渡 白 近 菅 イ主 佐

山 吉日 見 音E宮 木 E事 f白 伯 f呆

護

J告 哲 幸 f中 誠 雅 裕 字文 者

て，tt与、 典 夫 司 司 之 志 之 等 晃

陽1洋1f羽i佳け 太た 佑T矢日口ども {憂ゅ 菜な 大t桃i名、、

里。 な々

祐5土じ 大た 祐1緒ぉ 三十と 也ゃ 奈な美みI可会S香か 自白

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 
生

7 7 7 7 7 7 6 6 6 6 6 
年
月

18 14 11 12 2 1 30 21 23 23 26 
日

-Rごめ
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

4議

土 横 八 中 ，鳥 ヰ，~却、川 高 横
住

，苗G王，、 田
ホ 之森 の

1小コ

所
ム谷 j難 幡町 子 下 I主木 {難

角 i度 山 中公 i度 高 i度 *ー，大 長田 寺
須 平日 氏

田 音日 本 本 昔日 賀 昔日 JlI 石 )11 田

i青 里 銭 カ 金 金 i荷 ス
メ ヱ 名

美 雄 悪 ノ j繭弘 tlt 愛 義 子 幹

65 76 72 98 54 73 81 81 73 87 78 齢年

71 7 717 71 7 71 7 71 7 7死
. ， . . ， . . ， . 亡
717 717 71 7 71 7 71 7 7年

. ， . . ， . 月
30 29 21 21 21 18 16 12 61 5 4 日

角 渡 山 キ公 j度 高 i度 富 大 長田 寺
世

田 音F本 本 昔日 須 音日 久 石 JlI 回
カ 賀 t宵土t

美清 里
富 メ 健 金 文 j前 武 手IJ

主t住夫 ノ j繭 t佳ま住 義 雄 重

q
d
 

-
E
A
 



く垂匝〉

かわうち

番2尚

テニスコート

四国乳業

~ 

# 

誰
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
る

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

車
で
県
道
伊
予
川
内
線
を
走
っ

て
い
る
と
、
四
国
乳
業
敷
地
内
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
る
の
に
気
づ

く
。
こ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
社

員
用
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

一
般
の
方
に
も
開
放
さ
れ
て
お
り
、

休
日
な
ど
に
は
テ
ニ
ス
を
楽
し
む

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
二
面
で
、
全

天
候
型
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
使
用

し
た
い
方
は
、
守
衛
室
(
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
横
の
守
衛
室
で
は
な
く
、

本
社
工
場
入
口
の
守
衛
室
)
に
申

し
込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
無
料
で

使
用
で
き
る
そ
う
で
す
。

簡
単
に
使
用
で
き
ま
す
が
、
使

用
ル

l
ル
(
と
い
う
よ
り
マ
ナ

l
)

と
し
て
、
①
シ
ュ
ー
ズ
を
履
き
か

え
る
こ
と
、
②
後
始
末
(
そ
う
じ
)

を
す
る
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
そ
う
で
す
。

身
近
に
あ
る
こ
の
施
設
で
、
気

軽
に
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

• 

ハUつ臼

野の花

カエデカラスウリ

猛暑の中、滑川渓谷に出かけました。渓谷は、

別天地でナメラを流れる水を見ているだけで、暑

さを忘れさせてくれます。渓谷の遊歩道をはずれ、

山道へ抜ける小道を歩いていると、木陰の薄暗い

ところに奇妙な花が咲いているのを見つけました。

花弁のヘリが糸のように裂けて力ラスウリの花

に似ていますが、少し遣います。後で調べてみる

と、その葉がカエデの葉に似ているので、力工デ

力ラスウリとありました。

薄暗く、人目につきにくい所に静かに咲いてい

るこの花に、しばらく見入っていました。

林ややぷ地に生える蔓性の多年草。

• 


